
ご自由にお持ち下さい

病 院 の 理 念
患者さんに寄り添う医療を通して、地域住民の健康と
福祉の増進に寄与します。

患者さんの権利
・良質な医療を平等に受けることができます
・病状や治療内容について十分な説明を受ける事ができます
・自分の意思により治療を選択し決定することができます
・個人情報、プライバシーは保護されます
・自分の診療内容について開示を求めることができます

病 院 の 基 本 方 針
・患者さんの権利と意思を尊重し、ともに考え良質で効率的な医療の提供に努めます
・全ての職員はレベル向上のため研鑽し、最善のチーム医療を行います
・地域医療機関との連携を深めて、中核病院としての役割を果たします

患者さんに守っていただくこと
・ご自身の健康や病気に関する情報を正確にお伝えください
・診療に協力し自ら治療に積極的に参加する気持ちをお持ちください
・病院の規則を守っていただきます

発　行／千葉県済生会習志野病院
〒275-8580 千葉県習志野市泉町1-1-1　TEL 047-473-1281（代）　FAX 047-478-6601

ホームページ　http://www.chiba-saiseikai.com

済生会
だより

お知らせ 「済生会だより　ならしの」は病院ホームページからご覧になれます。
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国際緊急援助隊活動報告
アフリカ モザンビーク サイクロン被害支援活動に参加して

済生会フェアのご案内

看護師長　仲村 孝一

　地域との連携を深め、地域住民の健康づくり
の支援を目的として、毎年恒例となりました
済生会フェア（旧健康フェア）を今年も開催し
ます。お子様からお年寄りまで楽しめます
ので、ぜひご家族おそろいでご来院ください。
開催日、内容は事情により変更することが
ありますので、ご来院前にご確認ください。

　２０１９年３月２８日から４月１０日まで、２週間アフリカモザン
ビークの災害支援に参加してきました。３月１４日に熱帯サイクロ
ンが南部アフリカモザンビークを襲い、洪水により道路が冠水、地
すべりが発生し多数の死傷者が出ました。日本国政府がモザンビ
ーク政府からの要請を受け、JICA（独立行政法人国際協力機構）
を通じて、派遣連絡がありました。医療チームは、医師、看護師、薬
剤師、検査技師、放射線技師、医療調整員、業務調整員の２７名体制
でした。２９日、モザンビークベイラ市に到着し、市内から３時間程
度離れているGuara-Guara地区に活動拠点を置き診療を開始し
ました。受付には日本の診療を希望する被災者が殺到したため、ト
リアージをおこない乳幼児、下痢・発熱（特に白色の下痢）、外傷、高
齢者の順に診察をおこないました。４月２日から７日まで３３８名
を診察し、重症患者４名をベイラ市内等へ搬送もおこないました。
活動中には井戸水の水質調査を実施し、大腸菌の検出が認められ
たため、煮沸消毒を促す現地語で書いたポスターを作成し啓発

活動もおこないまし
た。気温５０℃、湿度
９０％を超える環境
で、野営を展開しな
がらの活動でしたの
で肉体的にも大変で
した。しかし、大勢の
被災者が受診後笑顔になっていく様子を見ると、疲れも忘れるく
らい嬉しさが込み上げてきました。また、夜は天の川がはっきり見
られ、日本では見られない星空に心が癒やされる場面もありまし
た。４月７日には、２次隊が到着し活動内容を申し送り、帰路に就き
ました。一日も早い復興を願うとともに、日本からできる支援
を続けて行きたいと思います。最後に、今回の派遣にあたりご
理解、ご協力をいただいた院長、看護部長、看護部をはじめ、機会
を与えてくださった済生会に心より感謝申し上げます。

病院建物

撮影：広報課

今 号 の 表 紙
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● 国際緊急援助隊活動報告
● 済生会フェアのご案内
● 糖尿病講座のご案内

すべてのいのちの虹になりたい

糖尿病講座のご案内
当院では、奇数月に糖尿病講座を開催しています。参加費は無料ですので、是非ご参加ください。

なお、人数に制限がありますので、準備の都合上、必ず事前に予約をお願いいたします。

お申し込み・お問い合わせは、内科外来まで

なお、日時・内容は変更する場合がございます。

日　時 ７月２６日（金）  １４：００～１６：００
場　所 当院８階講堂
テーマ 糖尿病性眼症
 運動療法「その１」
 薬物療法「その１」
 日常生活の注意点

7 月の講座（第2回）
日　時 ９月２７日（金）  １４：００～１６：００
場　所 当院８階講堂
テーマ 糖尿病性腎症
 糖尿病と歯周病
 歯のお手入れ方法

9 月の講座（第3回）

１１月２３日（土・勤労感謝の日）
開催時間は調整中です。
※詳細が決まり次第、ホームページ等
　にてご案内します。

開催日

写真は現地拠点での筆者

写真：昨年の模様（フィナーレコンサート：ウイングオーケストラ「楽」）



平成を振り返って
はじめに

西棟（健診センター棟）

新病院と旧病院 新病院建築中と旧病院

東日本大震災時の８階患者図書コーナー

開院式

旧病院玄関

北棟（手術室棟）

数字で見る推移

12,197人

469.1人

6,184人

206.1人

18.8%

14科

292人

15,643人

782.2人

10,763人

347.2人

77.3%

30科

837人

●平成１３年（２００１年） ６月 千葉県済生会習志野病院開設、稼働病床数３２１床

９月 リウマチ科新設（１８科）、健診センター開始、NST（栄養サポートチーム）スタート

１２月 新病院建設工事（エネルギー・サービス棟）着工

●平成１４年（２００２年） ６月 看護宿舎完成（５０戸、保育所含む）　１２月 エネルギー・サービス棟完成

●平成１５年（２００３年） ３月 新病院本棟工事着工　６月 総合内科開設　１２月 旧７病棟閉鎖 稼働病床数３０４床

●平成１６年（２００４年） １月 第２、第５土曜日休診　２月 外来予約センター開始

●平成１７年（２００５年） ２月 新病院本棟竣工

６月 新病院プレオープン（旧館解体工事着工）３階東病棟オープン、稼働病床数３０１床

　　 病児病後児保育（キッズルームなでしこ）、患者図書コーナーあおぞら開設

●平成１８年（２００６年） ４月 新病院オープン、神経内科、精神科新設、集中治療室スタート、臨床研修病院 （協力型）

５月 ６階東病棟オープン、稼働病床数３４６床　７月 新病院落成式典　１０月 第１回健康フェア開催

●平成１９年（２００７年） ４月 山森 秀夫 院長就任、臨床研修病院（単独型）　５月 電子カルテ稼働　９月 土曜日休診

●平成２０年（２００８年） ４月 関節外科センター開設　６月 脊椎外科センター開設

●平成２１年（２００９年） ４月 リウマチ膠原病センター開設、呼吸器内科新設、ＤＰＣ導入

●平成２２年（２０１０年） ２月 第１回医療連携フォーラム開催

４月 看護部看護教育・研究支援センター（現看護教育支援室）開設　５月 地下水膜ろ過システム導入

●平成２３年（２０１１年） ２月 患者相談窓口開設　６月 西棟（健診センター棟）着工

１１月 西棟（健診センター棟）竣工、健診センター移転、済生会ならしの訪問看護ステーション開設

●平成２４年（２０１２年） ３月 第１回災害訓練、３階中病棟オープン、稼働病床数３５５床　４月 呼吸器内科開設

●平成２５年（２０１３年） ２月 福祉相談室・医療連携室・退院調整看護師部門移転　４月 呼吸器外科開設、骨粗鬆症外来開設＊

５月 ６階西病棟オープン、稼働病床数４００床（フルオープン）　８月 地域医療支援病院の承認

●平成２７年（２０１５年） ９月 教育研修センター発足

●平成２８年（２０１６年）
５月 病院機能評価認定（一般病院２ 3rdG：Ver.1.1）　７月 産後ケア（なでしこハウス）開設＊

１１月 北棟（手術室棟）増築工事竣工、乳腺外科新設、リハビリテーション室移転

●平成２９年（２０１７年）
６月 北棟（手術室棟）稼働開始、 MRI、CT機器更新

１２月 千葉県災害拠点病院の指定を受ける

●平成３０年（２０１８年）
４月 小林 智 院長就任、心臓血管外科開設

５月 生活困難者等支援ネットワーク協議会開催

●平成３１年（２０１９年） ４月 肺高血圧センター開設

●平成２６年（２０１４年） ４月 外来会計待ち表示盤導入　１０月 北棟（手術室棟）増築工事着工

　済生の精神に則り生活困窮者への支援をおこなうことを最大の使命とし、社会福祉法人として、また公的医療

機関として適正な病院運営を継続します。２０１８年から２０２２年度までの５ヵ年にわたる中期事業計画を

元に、令和元年度（２０１９年度）は「地域医療支援病院としての２次救急体制の確立」を基本方針に掲げ、

が運営方針です。

令和元年度の当院の運営方針

・医療の質を維持、向上　・働き甲斐のある職場へ
・無料低額診療の推進　 ・なでしこプランの充実

　当院は平成１３年６月１日に国立習志野病院の経営移譲を

受け、社会福祉法人　 済生会 支部千葉県済生会 千葉県済生会

習志野病院としてスタートしました。

　それから平成３１年までの約１８年間の歩みを振り返って

みたいと思います。

恩賜
財団

外来患者数

１日平均外来患者数

入院患者数

１日平均入院患者数

紹介率

診療科数

職員数

開院時 平成13年6月 (2001年） 現在 平成31年3月 (2019年)

当院
の年

表（
＊は
現在
休止
）
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・病院の規則を守っていただきます

発　行／千葉県済生会習志野病院
〒275-8580 千葉県習志野市泉町1-1-1　TEL 047-473-1281（代）　FAX 047-478-6601

ホームページ　http://www.chiba-saiseikai.com

済生会
だより

お知らせ 「済生会だより　ならしの」は病院ホームページからご覧になれます。
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国際緊急援助隊活動報告
アフリカ モザンビーク サイクロン被害支援活動に参加して

済生会フェアのご案内

看護師長　仲村 孝一

　地域との連携を深め、地域住民の健康づくり
の支援を目的として、毎年恒例となりました
済生会フェア（旧健康フェア）を今年も開催し
ます。お子様からお年寄りまで楽しめます
ので、ぜひご家族おそろいでご来院ください。
開催日、内容は事情により変更することが
ありますので、ご来院前にご確認ください。

　２０１９年３月２８日から４月１０日まで、２週間アフリカモザン
ビークの災害支援に参加してきました。３月１４日に熱帯サイクロ
ンが南部アフリカモザンビークを襲い、洪水により道路が冠水、地
すべりが発生し多数の死傷者が出ました。日本国政府がモザンビ
ーク政府からの要請を受け、JICA（独立行政法人国際協力機構）
を通じて、派遣連絡がありました。医療チームは、医師、看護師、薬
剤師、検査技師、放射線技師、医療調整員、業務調整員の２７名体制
でした。２９日、モザンビークベイラ市に到着し、市内から３時間程
度離れているGuara-Guara地区に活動拠点を置き診療を開始し
ました。受付には日本の診療を希望する被災者が殺到したため、ト
リアージをおこない乳幼児、下痢・発熱（特に白色の下痢）、外傷、高
齢者の順に診察をおこないました。４月２日から７日まで３３８名
を診察し、重症患者４名をベイラ市内等へ搬送もおこないました。
活動中には井戸水の水質調査を実施し、大腸菌の検出が認められ
たため、煮沸消毒を促す現地語で書いたポスターを作成し啓発

活動もおこないまし
た。気温５０℃、湿度
９０％を超える環境
で、野営を展開しな
がらの活動でしたの
で肉体的にも大変で
した。しかし、大勢の
被災者が受診後笑顔になっていく様子を見ると、疲れも忘れるく
らい嬉しさが込み上げてきました。また、夜は天の川がはっきり見
られ、日本では見られない星空に心が癒やされる場面もありまし
た。４月７日には、２次隊が到着し活動内容を申し送り、帰路に就き
ました。一日も早い復興を願うとともに、日本からできる支援
を続けて行きたいと思います。最後に、今回の派遣にあたりご
理解、ご協力をいただいた院長、看護部長、看護部をはじめ、機会
を与えてくださった済生会に心より感謝申し上げます。

病院建物

撮影：広報課

今 号 の 表 紙
● 平成を振り返って
● 国際緊急援助隊活動報告
● 済生会フェアのご案内
● 糖尿病講座のご案内

すべてのいのちの虹になりたい

糖尿病講座のご案内
当院では、奇数月に糖尿病講座を開催しています。参加費は無料ですので、是非ご参加ください。

なお、人数に制限がありますので、準備の都合上、必ず事前に予約をお願いいたします。

お申し込み・お問い合わせは、内科外来まで

なお、日時・内容は変更する場合がございます。

日　時 ７月２６日（金）  １４：００～１６：００
場　所 当院８階講堂
テーマ 糖尿病性眼症
 運動療法「その１」
 薬物療法「その１」
 日常生活の注意点

7 月の講座（第2回）
日　時 ９月２７日（金）  １４：００～１６：００
場　所 当院８階講堂
テーマ 糖尿病性腎症
 糖尿病と歯周病
 歯のお手入れ方法

9 月の講座（第3回）

１１月２３日（土・勤労感謝の日）
開催時間は調整中です。
※詳細が決まり次第、ホームページ等
　にてご案内します。

開催日

写真は現地拠点での筆者

写真：昨年の模様（フィナーレコンサート：ウイングオーケストラ「楽」）


